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成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
5 0 0 0 0 1 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
6 * 0 0 6 12 1 1 4 2 0 2 0 4 0 0
12 0 0 0 1 3 0 2 0 0 2 2 0 2 0 0
14 0 1 1 1 5 2 2 0 2 2 4 0 5 0 0
15 * 1 2 3 7 0 0 3 2 1 3 0 0 0 0
17 0 0 2 0 0 0 0 1 1 4 5 0 2 0 0
23 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
24 * 0 0 9 17 6 10 0 7 7 14 0 4 0 0
47 0 0 0 0 0 1 2 0 0 1 1 0 0 0 0
55 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0
56 * 1 5 2 7 2 2 0 3 2 5 0 1 0 0
75 0 2 4 1 1 0 0 1 1 2 3 0 0 0 0
91 * 3 4 9 14 2 2 3 3 8 11 1 2 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
8 19 32 67 14 21 13 21 29 50 1 20 0 0

成功 試投 成功 試投 成功 試投 OR DR TOT
1 0 1 1 1 7 0 0 2 4 5 9 0 0 0 0
2 * 2 4 8 14 4 6 3 2 3 5 0 4 0 0
11 0 0 0 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
13 * 0 1 4 10 0 0 3 2 5 7 0 2 1 0
24 * 1 6 1 4 0 1 4 0 0 0 0 2 0 0
25 * 6 13 2 9 4 5 2 0 5 5 0 2 0 0
27 0 0 1 0 0 0 0 1 0 0 0 0 0 0 0
31 0 0 1 1 1 0 0 2 1 0 1 0 0 0 0
32 * 0 0 1 1 0 0 1 1 1 2 0 0 0 0
34 0 0 0 0 0 0 0 0 0 1 1 0 0 0 0
39 0 0 2 1 1 4 4 3 3 1 4 0 0 0 0
56 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0 0

0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -
0 - - - - - - - - - - - - - -

0 0 0 0 0
10 29 19 47 12 16 22 13 21 34 0 10 1 0

２０１６年度関西学生バスケットボールリーグ戦

Team / Coach:

合　　　計
34.5% 40.4%RATE

高木 憲章 -

75.0%

Team / Coach:

合　　　計
42.1% 47.8% 66.7%

甲南大学

№ Ｓ 選　手　名 ＦＴ

田中 尚樹 26

-

３Ｐ

坂田 航樹

0

上野 亮佑

0

2 10

藤本 大仁 9 20
13

1
36

1

-

21
9
33

-

太田 麗嗣 29
0

山内 晨伍

-

冠野 裕大 24

0
杉山 佑樹 1

前北 光 9
一里山 健 8

102
RATE

２Ｐ

開始時間

大阪大学

№ Ｓ 選　手　名 AS MINＦＴ Ｆ REBOUND TO BSST

黒崎 穂高 0

80

敗チーム

1

26

３Ｐ ２Ｐ

-

PTS

勝チーム

102

勝ち点 6

11:30
会　　場 大阪商業大学

大阪大学

飛田 拓海 0

男子 ２部リーグ戦

PTS

237

試 合 日 2016.09.25

長谷 保範 7

記録 関西学生バスケットボール連盟

1
岸本 涼太 13 28
田村 廉之介

甲南大学

主審 藤原 芳徳 副審 幡丸 登志久

勝ち点 4コ ー ト

戦評
【総括】
関西学生バスケットボール2部リーグ戦8日目第2試合は序盤好調を見せたがここにきて連敗の大阪大学と、上位リー
グ進出を懸けて何としても勝ちたい甲南大学の試合となった。序盤こそ両者一進一退の攻防を見せるも、第1ピリオド
の後半で流れを掴んだそのまま大阪大が第2ピリオドも止まらず一方的な展開で後半へ入る。後半、甲南大は点差
を縮めようと前から激しく当たるがファールを吹かれてしまう。それに対しフリースローを確実に決める大阪大が流れ
を渡さず試合の主導権を握る。第4ピリオドは必死にプレスをかける甲南大に対し圧巻のパスワークを見せる大阪大
が一瞬の隙も見せず試合を展開し、強いディフェンスとリバウンドを見せた大阪大が序盤に作ったリードを守りきり勝
利した。
【第1ピリオド】
第1ピリオド、試合の立ち上がりは大阪大#91太田の3Pシュートで幕を開ける。すかさず甲南大も#2岩崎が3Pシュート
を沈めたが、大阪大は#91太田、#24冠野が立て続けに得点を決めリードを広げる。甲南大も粘り強いディフェンスか
らターンオーバーを誘発し一進一退の攻防で進んでいく。中盤、大阪大#56前北のリバウンドからのバスケットカウン
トで流れを引き寄せたと思われたが、甲南大も#24藤井の3Pシュートなどで必死に喰らいつく。終了間際に大阪大
#14長谷、#91太田が連続3Pシュートを沈め26対18で大阪大のリードで終了。
【第2ピリオド】
点差を縮めたい甲南大は#25田中がシュートを決めるが、1ピリオドからの大阪大の流れは止まらず残り7分半、#6岸
本のバスケットカウントで33対22とリードを広げ、甲南大はたまらずタイムアウトを要求する。流れを引き戻したい甲南
大は果敢にリングへ攻め込むも、大阪大の厚いディフェンスをなかなか崩せず、大阪大#24冠野の得点などで36対
22とリードを広げ残り5分半、甲南大2度目のタイムアウト。甲南大は#2岩崎を戻し立て直しを図るがその後も大阪大
が強固なディフェンスを見せリードを広げていく。出ているメンバーそれぞれが得点を決めリードは縮まらないまま50
対28で大阪大の大量リードで前半を終えた。
【第3ピリオド】
後半の立ち上がりは第1ピリオドと同じく一進一退の攻防で始まる。甲南大はオールコートで積極的にプレッシャーを
かけるがファールがかさんでしまい、残り6分でファール数が5つに達してしまう。大阪大は力強いプレーで攻め込み
フリースローを決め一気に畳み掛ける。甲南大のタイムアウト後も大阪大#56前北が3Pシュートを沈めさらにリードを
広げる。残り4分、甲南大のタフなディフェンスがようやく機能し#25田中、#2岩崎の3連続3Pシュートで反撃かと思わ
れたがファールを与えてしまい、大阪大は着実にフリースローで加点していく。甲南大は#2岩崎が孤軍奮闘するも
リードは縮まらず73対51の大阪大リードで終える。
【第4ピリオド】
もう後のない甲南大はプレッシャーを与え続けるが、大阪大#91太田の正確なシュートが落ちない。甲南大#2岩崎が
果敢にリングにアタックをするも、自力で勝る大阪大が巧みなパスワークで相手を翻弄し点差が縮まらない。甲南大
はたまらず後半2度目のタイムアウトを取り流れを作ろうとするもファールがたまり、なかなかリズムを掴めない。それで
もあきらめず攻める姿勢を崩さない甲南大であったが大阪大の勢いを止める事が出来ず残り1分半遂に100点台に
達する。甲南大は#25田中が連続3Pシュートを決めるも、序盤で開いた点差が縮まらず102対80で大阪大が勝利し
た。

試合ＮＯ

戦評 木村・宝関(びわこ)
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200

40

武田 賢章 8 26
藤井 和月 5 29

2

小坂 旋夏 5 27
岩崎 秀飛 26 34
元澤 陸 0

1
土森 彬史 2 8
廣田 彰吾 0

2 10

山田 渉 0 1

須藤 寛太 0 2
太田 芳熙

-

荒屋 伸太朗 6 20

0

80 200

0 - -
0 - -


